
当日有権者数 

投票率 

有効投票数 

【当】 さいと う  和樹 19, 016 17, 138

（ 都ファ ・ 新） 23. 75% 23. 94%

【当】 けいの 信一 16, 398 19, 493

(公明・ 現） 20. 48% 27. 23%

町田 たかし 16, 266 14, 249

（ 自民・ 新） 20. 31% 19. 91%

小林 ひろし 10, 825 11, 885

（ 共産・ 新） 13. 52% 16. 60%

南 貴大 8, 994
(再生・ 新） 11. 23%

山川 ゆう な 8, 578 5, 023

（ 無所属・ 新） 10. 71% 7. 02%

3, 789

 5. 29%

無効票 1, 225

－

－

　 　 　 諸派
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高齢者数 比率 75歳以上

５丁目 4,189 23.3% 14.2%

６丁目 4,613 26.8% 15.8%

７丁目 3,648 27.5% 14.7%

８丁目 3,141 23.6% 13.6%

区全体 48,615 21.7% 12.6%

※高齢者６５歳以上

町屋地域の高齢化率など

№９２６ ２０２５年６月２９日
日本共産党荒川区議会議員団

区役所控室 ３８０２－４６２７

☆横山事務所

荒川区町屋５－３－５

℡&fax ３８９５－０５０４

商
店
街
の
衰
退
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
大
き
な
危
機

感
を
感
じ
ま
す
。
か
つ
て
大

店
法
が
廃
止
さ
れ
、
商
業
調

整
が
で
き
な
く
な
り
地
域
商

業
が
大
型
小
売
店
舗
出
店
任

せ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

旭
電
化
通
り
は
、
道
路
拡

幅
事
業
の
影
響
も
あ
り
商
店

街
が
よ
り
き
び
し
い
経
営
環

境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
特

に
町
屋
５
、
６
、
７
、
８
丁

目
に
は
食
品
、
日
用
品
を
販

売
す
る
小
売
店
舗
が
事
実
上

３
つ
の
コ
ン
ビ
ニ
と
錦
屋
、

ウ
エ
ル
シ
ア
（
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
ー
）
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

生
鮮
食
品
は
ス
ー
パ
ー
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
自
宅
か
ら
５

０
０
ｍ
以
内
に
店
舗
が
な
い

＝
高
齢
者
な
ど
食
料
ア
ク
セ

ス
困
難
者
（
農
林
水
産
政
策

研
究
所
の
定
義
）
に
該
当
す

る
方
々
が
多
く
住
ん
で
い
る

地
域
で
す
。
ま
た
高
齢
化
率

は
、
区
の
平
均
よ
り
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
（
上
表
）
。

い
ま
か
ら
買
い
物
困
難
者
・

地
域
へ
の
対
応
が
必
要
で
す
。

移
動
販
売
な
ど
と
と
も
に
、

今
あ
る
商
店
街
を
何
と
か
で

き
な
い
か
、
高
齢
者
な
ど
が

身
近
に
食
料
品
、
日
用
品
を

買
い
求
め
る
店
舗
を
ど
の
よ

う
に
配
置
す
れ
ば
持
続
可
能

な
街
に
な
る
の
か
な
ど
の
視

点
と
誘
致
政
策
が
必
要
で
す
。

将
来
を
展
望
し
て
区
内
の

小
売
店
舗
空
白
地
域
、
買
物

困
難
者
の
実
態
調
査
等
実
施

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果

も
取
り
入
れ
小
規
模
店
舗
の

立
地
も
含
め
た
「
商
業
立
地

計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

定例法律相談

７月７日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

22
日
投
開
票
で
都
議
会
議

員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

荒
川
区
は
、
定
数
２
に
６

名
が
立
候
補
し
、
滝
口
区
長

の
後
継
と
し
て
出
馬
し
た
都

民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
新
人
と
、

公
明
現
職
が
自
民
新
人
を
僅

差
で
上
回
り
当
選
。
日
本
共

産
党
は
残
念
な
が
ら
及
び
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
の
結
果
新
た
な
都
議
会

の
構
成
は
、
左
グ
ラ
フ
の
よ

う
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
票
率
は
東
京
都
47
．
59

％
（
前
回
比
５
．
２
ポ
イ
ン

ト
増
）
。
荒
川
区
は
、
48
．

13
％
（
同
５
．
03
ポ
イ
ン
ト

増
）
で
前
回
よ
り
ア
ッ
プ
し

た
も
の
の
、
半
数
以
上
が
投

票
に
行
っ
て
い
な
い
現
状
で

す
。日

本
共
産
党
は
、
選
挙
中

訴
え
た
公
約
の
実
現
に
、
み

な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
み
ま
す
。

都
議
選
終
了
直
後
の
６
月
24
日
か
ら
荒
川
区
議
会
６
月
会
議
が
始

ま
り
、
横
山
、
斉
藤
両
区
議
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
２
面
に
続
き
ま
す
）

買い物困難者とは…
農林水産省は、買い物困難

者を「食料品アクセス困難

人口」と定義し、具体的に

は「店舗まで直線距離で500

メートル以上、かつ、65歳

以上で自動車を利用できな

い人」としています。



事業名 予算額（区の負担）

子育て施設等

物価高騰対策
２，９６６万１千円

※私立幼稚園・保育園などへ水光熱

費、食材費など補助

▼財源は、都が約２３００万円支

出、区は、約６６９万円

梅
雨
明
け
も
早
く
、
猛
暑
が

予
想
さ
れ
だ
け
に
、
熱
中
症
対

策
が
緊
急
課
題
で
す
。
区
で
は
、

２
０
１
８
年
と
翌
年
に
か
け
高

齢
者
、
子
育
て
世
帯
等
に
エ
ア

コ
ン
設
置
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

経
費
は
、
１
５
０
０
万
円
程
度
。

す
で
に
７
年
を
経
過
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
電
気
代
を
気
に
し

て
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
な
い
例

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

23
区
で
は
低
所
得
層
向
け
の

エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
を
葛
飾
区
、

練
馬
区
、
港

区
な
ど
で
実

施
、
墨
田
区

も
生
活
保
護

世
帯
向
け
の

補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

命
を
守
る
緊

急
対
策
と
し

て
、
エ
ア
コ

ン
購
入
・
修

理
と
電
気
代
補
助
の
実
施
は
緊

急
課
題
で
す
。
区
は
、
エ
コ
助

成
で
対
応
し
て
い
る
と
い
い
ま

す
が
、
要
件
に
合
っ
た
エ
ア
コ

ン
は
や
は
り
高
額
で
す
。
低
所

得
層
で
も
購
入
で
き
る
制
度
に

補
助
額
も
含
め
て
改
善
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

消
費
税
導
入
か
ら
、
国

の
税
収
に
占
め
る
法
人
税

の
割
合
が
減
り
、
消
費
税

に
置
き
換
わ
っ
た
。
こ
の

30
年
は
、
生
活
困
窮
者
か

ら
も
搾
り
取
る
消
費
税
で
、

大
企
業
の
負
担
を
減
ら
し

続
け
た
30
年
。

人
気
旅
行
サ
イ
ト
（
「Airb

n

b

」
）
が
選
ん
だ
こ
の
夏
行
き
た

い
世
界
の
「
味
覚
の
穴
場
」
に

東
京
の
荒
川
区
が
選
ば
れ
ま
し

た
…
「
ま
さ
か
の
選
出
に
驚
き

の
声
が
上
が
っ
た
の
は
東
京
の

下
町
・
荒
川
区
」

と
の
記
事
が
ネ
ッ

ト
で
飛
び
込
ん
で

き
ま
し
た
。
場
所

は
、
ジ
ョ
イ
フ
ル

三
ノ
輪
で
す
。
こ

の
夏
の
「
味
覚
の

穴
場
」
に
荒
川
区

が
世
界
中
か
ら
選

出
さ
れ
た
10
都
市

の
1
つ
に
選
ば
れ

た
の
で
す
。
何
が

い
い
の
か
、
地
元
の
方
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
「
な
ぜ
？
」

と
い
う
感
想
と
外
国
人
が
増
え

て
い
る
と
の
こ
と
。
観
光
っ
て

何
だ
ろ
う
？
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
ね
。

横
山
幸
次

現在の区の商店街、商業支援に施策をもっと使い

やすく、対象を拡大するなど改善を求めました。

区の「商業サービス業事業継続力強化支援事業補

助（上限１００万円、２分の１補助）」で区内事業

者を使った場合の店舗改装、設備更新には、補助率

を引き上るべきです。これで区内建設設備関連事業

者への支援にもつながります。

また、宮ノ前商店街に適用されている、「新規出

店１００万円上限で６分の５補助、家賃月１０万円

１２ヶ月」など「特定商店街における出店支援事業」

を他の商店街や商店空白地域などに思い切って対象

要件を拡大して、出店を誘導してはどうでしょうか。

いずれも少ない予算で大きな効果を生む可能性があ

ります。

区内商店街の衰退にいま手を打たなければ、買い

物困難者・困難地区を生み、地域全体の衰退にもつ

ながります。

区は、計画策定も拒否するなど消極的なものでし

たが、引き続き地域から声を上げて、

地域の活性化、商店街振興の道を切り

開くため、力を尽くします。

緊
急
的
な
物
価
高
騰
対
策
と

い
え
る
の
は
子
育
て
施
設
等
へ

の
物
価
高
騰
対
策
支
援
の
２
９

０
０
万
円
だ
け
で
す
。
う
ち
区

の
独
自
負
担
は
６
６
０
万
円
、

大
部
分
が
都
支
出
金
で
す
。
独

自
の
物
価
高
騰
対
策
が
見
え
ま

せ
ん
。
暮
ら
し
の
大
変
さ
に
寄

り
添
っ
た
支
援
が
急
が
れ
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
の
報
酬
改
定

は
、
全
体
と
し
て
介
護
１
．
59

％
、
障
害
１
．
12
％
の
引
き
上

げ
に
と
ど
ま
る
一
方
、
介
護
保

険
の
訪
問
介
護
報
酬
は
引
き
下

げ
で
し
た
。
全
国
的
に
、
訪
問

介
護
事
業
の
休
廃
業
は
４
４
８

件
（
同
的
に
24
．
４
増
）
と
全

体
の
7
割
以
上
し
か
も
10
数
人

の
小
規
模
事
業
所
が
圧
倒
的
で

す
。
荒
川
区
内
で
も
23
年
度
末

57
事
業
所
が
24
年
度
末
に
は
53

に
減
少
し
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
増

と
収
入
の
減
少
・
低
賃
金
に
よ

る
働
き
手
不
足

と
ヘ
ル
パ
ー
等

の
高
齢
化
な
ど

で
事
態
は
ま
す

ま
す
悪
化
し
て

い
ま
す
。

世
田
谷
区
で
は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
や
訪
問
介
護
事
業

所
、
障
害
者
の
た
め
の
施
設
や

在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
、

区
内
の
高
齢
者
・
障
害
者
施
設

へ
昨
年
度
か
ら
緊
急
給
付
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

品
川
区
は
、
基
本
報
酬
が
引

き
下
げ
前
と
の
差
額
分
を
補
填

す
る
支
援
を
２
０
２
７
年
度
の

次
期
改
定
ま
で
の
臨
時
措
置
で
、

1
事
業
所
に
つ
き
年
間
１
２
０

万
円
に
な
る
見
込
み
で
差
額
分

を
穴
埋
め
す
る
給
付
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

区
内
福
祉
施
設
の
実
態
を
調

査
し
、
緊
急
支
援
金
の
給
付
を

求
め
ま
し
た
。


